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【ノート】
ピースボート’94世界一周の旅から
憲尾形
昨年の４月２８日から８月３１日まで，ピースポートで世界を１周半して
きた。２隻の船が地球半周の間をおいてだが，コースはどちらも東京一石
垣島一香港一ダナン（ベトナム）－シンガポールーコロンボ（スリラン
カ）－モンバサ（ケニア）－ジブチー（スエズ運河）－ポートサイド（エ
ジプト）－ピレウス（ギリシア）－カタニア（イタリア）－チュニス（チュ
ニジア）－リスボン（ポルトガル）－ニューヨーク（ｕｓ.Ａ､）－キング
ストン（ジャマイカ）－（パナマ運河）－パナマーサンホセ（グアテマラ）
－ホノルル（Ｕ､ＳＡ.）－東京と，１６カ国に及ぶ。私は１隻目の商船三井
船舶「新さくら丸」でギリシアまで行き，飛行機で帰国した。中３日おい
て６月９日，ロイヤルクルーズライン社「ゴールデン・オデッセイ」に乗
り直し８４日の船旅で世界一周してきた。
日本発着の地球一周クルーズというのは実に２０年ぶり，しかも，市民
レベルで２隻客船使用というのは世界客船史上でも初めてのことという。
部分参加も含め，乗船者は1,398人，このうち地球一周全行程参加者は
613人である。'性別では男'性が４６％に対し，女』性が５４％と過半数を占め
る。年齢は０歳から最高９１歳まで，断然ヤングパワーが多く，女性では
20代が半数近い。この傾向はとくにゴールデン・オデッセイで目立った。
参加地域は全都道府県にわたり，多い順にいうと，東京，神奈川，埼玉，
大阪，愛知となっている。
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ピースポートが出るようになったのは1983年からで，今日まで別表の
ようなクルーズを行なってきた。若者たちが中心になって，企画，船会社
との交渉，現地での受入れ団体との折衝など，一切合切やっている。８２
年に例の「侵略」「進出」の教科書問題があり，自分たちが中学や高校で
教えられてきたものは何だったかに疑問をもった若者たちが自分の目で
現実を見ようと思ったのがきっかけという。毎年１万トンクラスの船を
チャーターして１０数日から２０数日，日本がかつて侵略したアジアや太平
洋の各地を訪ね，戦争と平和について考えようというものである。￣過去
の戦争を見つめ，未来の平和をつくる」というのがそのキャッチフレーズ
になっている。この８３年という年は，私がその後１０年間主宰した「法政
平和大学」がはじめられた年でもあり，そんな関係で私はピースポートの
創設以来洋上の平和講座の水先案内人（講師)，主催者，団長，先遣団長，
船の契約の責任者など，さまざまな形でかかわり続けている。授業の関係
もあるので，全クルーズに参加とはいかないが，のべ１７隻の船のうち１２
隻に乗船している。
平和講座のこれまでの水先案内人は，石坂啓，保坂展人，加納実紀代，
手塚治虫，本多勝一，石川文洋，宇井純，鶴見良行，西川潤，板垣雄三，
伊藤ルイ，久和ひとみ，筑紫哲壽也，灰谷健次郎，林郁，前田哲男，牧野
剛，見田宗介，小田実，鎌田慧，寺井一通，松井やより，李恢成，神田香
織，原一男，浅田彰，高木仁三郎，西尾漠，松下竜一，石川好，沢地久枝
など，多彩な顔ぶれである。こうした人たちによる講座や催しのほか，若
者たちの企画にふさわしく，洋上運動会，社交ダンス，ディスコ，仮装舞
踏会，盆踊り，映画，音楽会，参加者の自主企画など，盛り沢山のイベン
トが用意される。もちろん，これらに参加するもしないも各人の自由であ
る。一晩星空の下で飲み明かし語り明かすなり，恋を語るなり，他人の
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期間 航路 参il1者 使用船
１ １９８３．９．２～ ９．１４ 
横浜→小笠原→硫黄島(通過)→グアム→サイパ
ン(ロタ島・テニアン島）→東京・晴海
人
159 
にっぼん丸(船籍：
日本）9,745トン
２ ８４．９．２～ ９．１７ 
横浜→石垣島→＿
→東京・晴海
Mij(南京，杭lﾄﾄ|，蘇州)→香港 394 " 
３ 1985.8.27～ ９．１５ 
神戸→マニラ（ミンダナオ島，レイテ島)→ホー
チーミン(ハノイ，フエ
神戸
プノンペン)→沖縄→ 457 
コーラルプリン
セス(英）
1０，０００ 
４ 1986.8.19９．５ 
広島→ベウラ→マニラ（ネグロス島，ミンダナ
オ島)→基降(台北，霧社，花蓮，高雄)→長崎 545 " 
５ 1987.8.28～ 9.18 
名古屋→東マレーシア・コタキナバル→シンガ
ポール(ジョホールバール〔マレーシア〕)→ホー
チーミン(フエ，ビンロン
→広島
， プノンペン)→沖縄 599 
さんふらわあ７
(日本）
8,000 
６ 北一南 1988.8.188.261988.8.29～ 9.19 
新潟→ナホトカ→ハバロフスク→(空路)サハリ
ン→(空路)ハバロフスク→(空路)新潟
名古屋→天津(北京，ハルピ
撫順，延吉，敦煙)→大連→
ン，長春，瀦陽，
上海→南京→香港
(マカオ)→沖縄→石垣島→博多
196 
486 
ネジダノーバ
(ソ連）3,000
さんふらわあ７
７ 1989.3.30～ 4．８ 
東京→|］)lZ(東海，福島)→八戸(関根浜，六ヶ
所，三沢)→青森→金沢→敦賀→唐津(祝島)→
宇和島(伊方)→大阪
520 " 
８ ９．８．６～ 8．１７ 
広島(大久野島，江'１]島)→長崎→済州島→仁ｌｌｌ
(ソウル，扶余，天安，江華島)→広島 259 
コーラルプリン
セス
９ 1989.12.2～ 1２．１４ 
東京→(空路)バンコク→海南島・三亜→ホー
チーミン（クーチ，ビンロン プノンペン，ア
ンコールワット）→コンポンソム→バンコク→
(空路)東京
337 
オーシャンパー
ル(バハマ）
12,000 
1０ 1990.11.1～ 91.1.29 
ギリシア→マルタ→チュニジア→スペイン→モ
ロッコ→ポルトガル→バハマ→キューバ→パナ
マ運河→ニカラグア→メキシコ→ホノルル→広
島→長崎→上海→マニラ→ホーチーミン→シン
ガポール→コロンボ→ボンベイ→アデン→スエ
ズ運河→キプロス→ギリシア
760 
オセアノス
(ギリシア）
14,000 
1１ 1991.9.17９．２７ 
新潟→サハリン→エトロフ→シコタン→クナシ
ﾘ→釧路 120 
ネジダノーハ十
(ロシア）3,000
1２ 1991.10.18～ 1１．２ 
博多→釜山→仁)||(ソウル，天安，板門店)→金
沢→(陸路)新潟→元山→ピョンヤン(板門店，
開城，金剛山)→元山→新潟
260 
オリガサドフスカヤ
(ロシア）3,000
サムチョン
(北朝鮮）８，０００
1３ 1992.4.20～ ５．９ 
長崎→香港→コンポンソム(プノンペン，アン
コールワット）ホーチーミン（ピンロン，クー
チ)→マニラ→福岡
350 
ルーシー
(ロシア）
12,897 
1４ 1992.12.25～ 93.1.13 
シンガポール→ホーチーミン→（ピンロン，
クーチ)→シアヌークビル(プノンペン
オ
タケ
アンコールワット)→ブルネイ→東マレー
シア→ジャカルタ(バリ，ポルブドゥール)→シ
ンガポール
362 
コーラプリンセ
ス(香港）
10,000 
1５ 
1994.4.28～ 
７．２０ 
６．９～ 
８．３１ 
東京→石垣島→香港→ベトナム→シンガポール
(マレーシア)→スリランカ→ケニア→ジブチ→
スエズ運河→エジプト→ギリシア→シシリー→
チュニジア→ポルトガル→ニューヨーク→パナ
マ運河→ホノルル→東京
1,398 
新さくら丸
(日本）17,40O
ゴールデン・オ
ゼッセイ
(バハマ)10,500
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迷惑にならなければかまわない。
私はいつも教育，環境，平和などの問題について講座を開いているが，
そのほか恒例となった星の話をしている。８月から９月は見えないのでだ
めだが，そのほかのときは南の海に行くと南十字星が見えるので，アッ
パーデッキで「南十字星を見る集い」をやる。これはすっかり人気番組に
なった。そのほかの星座も一つひとつ指しながら，その星座にまつわるギ
リシア神話を中心とした星の伝説を語るのである。
－つひとつの船旅についてこれまでの体験を書いていたらきりがない。
ここでは昨年出した私の自叙伝「歌と星と山と－ある元職業軍人の“転
向，,の軌跡一」（オリジン出版センター）の下巻第８章からとくに印象
的だったものをいくつか取り上げることにしよう。
８４年のピースポートでは，私のゼミナールにモグっていた女子学生が２
人参加した。今でも１メートルも掘ると骨が出てくるという南京大虐殺の
現場を踏み，生き残りの人たちの話を聞いた。機関銃で一斉掃射のあと，
死んだかどうか確認するため－人ひとり銃剣で突き刺すというなかで，奇
跡的に生き残った人が，傷あとを見せながら，当時の模様を話してくれ
た。また当時１９歳で妊娠７カ月だった女,性は，暴行されまいと必死に
なって抵抗し，お腹を銃剣で刺されて気を失ってしまった。戻ってきた父
親は墓穴を掘ったが，埋めようとして息のあるのに気づき，あわてて医者
を呼んで一命をとりとめた。子どもは流産してしまい，彼女の全身３３カ
所の傷あとは今も残っていると見せてくれた。
彼女たちは大学のキャンパスでは絶対学べないものを学んだのである。
このうちの１人Ｂさんはこれが縁となって，卒業後，北京師範大学に
留学したが，日本に帰ってからは中国人に日本語を教える仕事，さらには
日中友好協会で雑誌の編集をするようになった。その過程で知りあった中
国人の男性と結婚して，今や一児の母となっている。ピースポートでの体
験が彼女の生き方を決定づけ，彼女の家庭までつくったわけである。
８５年のホーチーミンでは，ツーズー病院の副院長で国会議員でもある
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グエン・チ・ゴック・フォンさんの案内で，フォルマリン漬けになった無
脳症その他さまざまの奇形の子どもたちの姿を見，分離手術前の二重体児
ペトちゃんとドクちゃんにも会った。彼らをそういう姿にさせた１０万ト
ンの枯葉剤も，第２次大戦の総量の３倍余，８００万トン近い爆弾も，それ
を運んだ飛行機の後方基地は沖縄であり，横田だった。ベトナム戦争で
は，日本はアメリカの共犯者だったのである。しかも，それによって，山
陽特殊鋼や山一証券がつぶれかけた1965年の不況から日本経済はよみが
えり，輸出主導型の高度成長がはじまったのだった。
マニラでは私たちのゼミ生たちはスモーキー・マウンティンと呼ばれる
スラムを訪れた。ここはゴミ捨て場で，ゴミが自然発火し，年中煙が出て
いる。板きれ，ビニール，トタン板などで今でも崩れそうな掘建て小屋と
もいえない家がならんでおり，そこに約2,000世帯，15,000人（９３年
3,000世帯，21,000人）が住んでいる。彼らは学校など行くこともできな
い子どもを先頭にゴミの中からビニール，空き缶，紙など再生できるもの
は何でも拾い集め，売っては日銭をかせいでいる。
ピースポートの何人かのメンバーは売春地帯を訪れ，２７歳，１５歳，１３
歳の女性と１４歳の男の子の話を聞いた。相手の米兵にはホモもいるので
ある。７歳から１７歳までを「チャイルド・プロステイチューション」と
いっている。
８７年のシンガポール。本島からモノレールやフェリーで行くセントー
サ島には，日本軍の総司令官'１１下奉文がシンガポール防禦軍のパーシバル
将軍に「イエスかノーか」と無条件降伏を迫る場面からはじまり，逆に今
度は日本が降伏するまでの歴史を蝋人形やパネルなどで展示した「戦争博
物館」がある。また日本占領当時，日本軍に虐殺された３万人とも５万人
とも言われる「華人殉難の碑」（｢血債の塔｣）を訪れたあと，近くの孫文
が住んでいたという「晩晴国」へ行った。この二階にはやはり日本占領当
時の有り様を示すさまざまな資料が展示されている。戦争博物館でも晩晴
国でも，日本降伏の場面の直前がキノコ雲と広島の廃嘘の写真である。
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｢ヒロシマは神の救いだった」という言葉に樗然とした。ヒロシマ・ナガ
サキは南京大虐殺，シンガポールでの虐殺などの延長線上にある必然的な
帰結だったことにあらためて気づかされた。
カンボジアではポルポトの虐殺の跡を見た。プノンペンの近くのツォル
レスレン刑務所で拷問，虐殺された人たちの骨が，チュンアイ村で9,000
体近くも掘り出された。展示館には累々たる頭蓋骨と彼らが着ていた衣類
があった。近くの穴のまわりの地面には頭蓋骨など骨の破片が散乱してい
る。どうしてこういう狂気の沙汰が起こったのか，つくづく考えさせら
れた。
８８年のピースポートでは南の船で731部隊跡を訪れた。ここでは当時
の労働者の証言を聞き，どれだけ人間が寒さに耐えられるかという冷凍実
験室，死体を焼いた高い煙突，「マルタ」を運んだ鉄道のレール（1935と
年号が読める)，小動物の飼育室，ボイラーなど，残された設備を訪ね
た。ここで昔文字通り悪魔の所為としか思えないような数々の蛮行が行な
われたかと思うと，背すじが冷える思いだった。しかもここの責任者たち
は，人体実験によって開発された細菌戦の知識・技術を利用しようという
アメリカの意図によって，極東裁判の対象とされなかったのである。
この近くのハルピンで，一行の－人が街をゆく老人にカメラを向けたと
ころ，断りなしだったので怒り出した。ガイドさんが遠い日本から来られ
たのだから許してやってくれと言ったら，ますます怒り狂った。たくさん
の身内が殺されたのだという。中国人の腹のなかには今でもこんな煮えた
ぎらんばかりの怒りがあるというホンネを思い知らされた。南京の虐殺記
念館には「前事不忘后事之師」とある。だが，何と曰本人は忘れっぽいの
だろう。それとも忘れたふりをしているのだろうか。
９２年から９３年にかけてのピースポートでは，ちょうど自衛隊が派兵さ
れたカンボジアを訪れ，その宿舎や作業現場を見，プノンペンでは明石康
ＵＮＴＡＣ代表の話も聞いた。明石さんは，自衛隊が「めでたく」参加し
てくれたおかげで，財政面だけでなく，やっと人的貢献でも日本は他国な
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みになった，という。
作業現場では土砂，砂利の採掘とそれを使っての道路の補修作業を見
た。なにも自衛隊でなければならないという仕事ではない。ちょうど，ル
ワンダの医療救援と同様である。自衛隊海外派遣という既成事実を積み上
げるためとしか考えられない。
この自衛官のなかに，立命館大学のⅡ部の学生がいたことは，日本に
帰ってから知った。５０年前の１０月２１日，雨の神宮外苑で文部省主催の
学徒兵たちの壮行会があった。１２月１日入学，そして戦場に駆り出され
た彼らの多くは再び帰ってこなかった。戦死だけでなく，病死，さらに餓
死である。あれから５０年で再び学徒出陣である。今回は無事に帰ってき
たが，今後どうなるか。また戦後，国の名において外国の人を殺すという
ことはしてこなかった日本だが，これも今後どうなることか。そしてゴラ
ン高原への派兵が又もや取り沙汰されている昨今である。
２ 
ピースポートの世界一周は今回がはじめてではない。1990年の１１月か
ら９１年の１月にかけて，ギリシアから出てギリシアに帰るクルーズが
あった。東京一ギリシア往復は飛行機である。私は授業があるため全行程
は参加できず，冬休みになってから広島で乗船し，ギリシアまで行った。
今回の世界一周クルーズについては，一般の旅行会社などでは，この不景
気の折，どれだけ参加者が集まるか疑問視する向きも多かった。ところが，
1隻の船で500人ということにして募集したら，何と7,000人から問合せ
が殺到した。そこで急遼もう１隻をチャーターしようということになり，
アメリカのマイアミにあるゴールデン・オデッセイの交渉に乗り出した。
交渉に当たったのはみんな２０代から３０そこそこの若者である。過去
１０年の実績があって，ピースポートといえば国内の船会社ではよく知ら
れているが，海外の船会社にしてみれば，法人でも会社でもない得体の知
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れないしろもの，何億円というチャーター料をちゃんと払ってくれるかど
うか信用がおけないと考えているらしい。難行した交渉の後ろ楯に来てく
れという要請があって，私は２月訪米した。２月といえば大学では入試時
期でいちばん｣忙しいときだが，私は定年直前ということでか，一切そうい
う仕事からは外して頂いていた。また自叙伝の原稿もすべて書き終えて出
版社に渡したところだった。
１０数日の交渉をやっと終えて帰国したら，３月になって話が御破算に
なったので，またマイアミに行ってくれという。すったもんだの挙げ句，
ようやく話がまとまったものの，はじめ２隻同時に東京を出る予定だった
のが，どうしても向こうの船の都合がつかず，４２日おくれで出ることに
なった。１隻目の新さくら丸は４月２８日から７月２０日，ゴールデン・オ
ゼッセイの方は６月９日から８月３１日というわけである。正直な話，こ
れでチャーター料の支払いの金繰りが楽になった。このチャーター料がそ
れぞれ３億5,000万円，合計７億円にほかの諸費用を入れるとかれこれ
１０数億円という大仕事である。これをやっているのが上に言ったような
若者たちである。
私は船上での水先案内人として，新さくら丸はギリシアまで，一旦帰国
してゴールデン・オデッセイに乗り直し，世界一周してきた。ただし，ス
エズからはイスラエルへ行き，各地を廻ったあとテルアビブからカイロへ
飛び，さらにリスボンに飛んだ。そんなわけで２隻目でのギリシアーシシ
リーーチュニスは訪問してない。いずれにしても，定年退職の身だから，
今度は心おきなく乗船できる。
水先案内人で世界一周したのは私だけだが，部分参加としては石坂啓，
渡辺英俊，木村晋介，宇井純，鎌田慧，灰谷健次郎，富野暉一郎，前田哲
男，本多勝一，上野千鶴子，小田実，姜尚中，井川－久，石田桃子，宝井
琴嶺，板垣真理子，河辺一郎，鷲見一夫等々多方面にわたる。このほか各
寄港地からはそれぞれの国の平和運動家が入れかわり立ちかわり乗船し
て，さまざまの講座やパネル・ディスカッションが開かれた。映画はほと
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んど毎日あるし，将棋大会，赤道祭，,恒例の洋上運動会，盆踊りなど，と
にかく楽しい毎日だった。寄港地ではいくつかのグループに分かれ，それ
ぞれのオプショナル・コースでの交流や訪問があるが，この体験も貴重な
ものばかりである。もちろん，自由行動もある。
これらの一つ一つについて書いていたら，それだけで１冊の本になって
しまう。そこで以下ではとくに記１億に残ったものをいくつか取り上げるこ
とにしよう。
はじめに映画。オリヴァー・ストーンのベトナム３部作の第２部の「７
月４日に生まれて」と第３部の「Ｘと地｣，南アのアパルトヘイトを鋭く
告発する「遠い夜明け｣，ＧＨＱによって上映禁止になった「日本の悲
劇｣，原一男の話題作「ゆきゆきて神軍｣，ケニアの女`性監督の作った「サ
イカティ」，それからしばらくぶりにフランキー堺の「私は貝になりたい」
等々。
「７月４曰に生まれて｣。高校を出てすぐ海兵隊を志願し，ベトナムに送
られた主人公だが，戦いの中で猛射を浴びせたベトナムの部落で血にまみ
れて絶命していた赤子とその母親を見出したときの彼の驚きそして錯乱
のなかで戦友を射ち殺してしまった彼の悩み。下半身麻痒の重傷を負って
帰国した彼は昔のガール・フレンドに出あうが，もはやセックスもできな
い身である。何のための栄誉か。弟は反戦運動に没頭している。何のため
の戦争だったのか。さまざまな苦悩や迷いのあと，彼は反戦運動の先頭に
立つようになる。
「天と地」は平凡な農民の娘に生まれたし・リ・ヘイスリップが，フラ
ンスやアメリカと闘ういつも死と隣りあわせのゲリラ，サイゴン政府軍に
よるすさまじい拷問，１６歳での未婚の母などのめまぐるしい体験のあと，
アメリカ兵と結婚して渡米し「亡夫の遺産でささやかな喫茶店と貸家もも
つようになって，平和になった故郷を訪れるという，文字通り波潤万丈の
半生記である。「イースト・ミーツ・ウェスト」という財団をつくり，集
めた寄付金で故郷に診療所を建てた彼女は映画の主演女優ヘップ・ティ.
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リーさんとピースポートに乗船し，映画の解説をしてくれた。
「日本の悲劇」は戦後亀井文夫監督が作った反戦映画である。戦争中報
道映画を心ならずも撮らせられていた人たちが，その「反省と後`海」で戦
争中廃棄処分にせねばならなかった太平洋戦争の実態のフイルムを密かに
保存し，それをもとに編集したものである。それがＧＨＱにより８０日間
で上映禁止となり，フィルムも没収されてしまうという“幻の映画，，に
なったのはなぜか。
後進資本主義国としていわばしめ切り間際にスタートした日本は，さま
ざまな原材料でも技術でも先進諸国に太刀打ちできるはずがない。はげし
い世界市場での角逐に伍していくための武器はただ一つ，女工哀史に代表
されるような低賃金しかなかった。当然のこと，国内での市場はきわめて
狭い。そうすると市場は大陸をめざすことになり，欧米諸国と激突するこ
とになる。その行きつくところが太平洋戦争だった。この過程で財閥は大
儲け，その１人として右翼の大物石原広一郎の名前がでてくる。
1930年代の不況からいちばん早く脱出したのが軍備拡張にいち早く乗
り出した日本とドイツだったことは興味深い。ニューディール政策をあれ
だけやったアメリカの失業率が1929年の大恐慌前に戻ったのは，なんと
太平洋戦争勃発後２年の1943年になってからだった。ＪＭ・ケインズは
自由放任で立ちゆかなくなった資本主義の救いの神として公共投資をもち
出すが，それは生産力を高めるものであってはならないとして，地震や戦
争も不況からの脱出に有効としている。「日本の悲劇」が資本主義批判の
映画とあっては，共産党を利するものとしてＧＨＱとしては認めるわけに
はいかなかったのである。
「サイカティ」はケニア生まれの女性監督アン・ムンガイさんによって
作られたものである。女主人公サイカティは酋長の息子との結婚を迫られ
るが，それに抗して首都ナイロビに住む従姉のところへ逃げていく。だ
が，従姉は白人に体を売って生計を立てており，彼女は予想していた都市
での生活との余りの違いに思い悩む。結局彼女は故郷に戻り，酋長の息子
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との結婚を拒否して，学業に戻る決意をする。ケニアでの新しい女性の生
き方を探る映画である。
「私は貝になりたい」はよく知られているように，子どももいながら戦
争末期応召の主人公が，Ｂ－２９から落下傘降下した米兵を銃剣で刺殺する
ことを命じられ，蹟踏しながら刺殺，戦後，戦犯として絞首刑になるとい
う筋書きである。軍人勅語にいう「上官の命令は直に朕が命令と心得よ｣，
従わなければ抗命の罪で死刑になるかもしれない。こうした人たちも「加
害者」なのだろうか。
何年か前ピースポートでシンガポールに行ったときのことである。広島
で原爆にあって片足をなくし，許婚者も戦死した「語部」の沼田鈴子さん
が被爆体験を語ったところ，シンガポールの人たちから「加害者意識が希
薄」という猛烈な突き上げがあった。前に述べたように，ヒロシマ・ナガ
サキは南京虐殺やシンガポールでの華僑虐殺の延長線上にあったのであ
る。日本の国内でいうなら，おおかたの日本人は天皇や軍部によって引き
まわされた「被害者」だった。しかし，アジアの人たちに対しては侵略戦
争の一端を担った「加害者」だったということは，間違いのない事実とし
て忘れるわけにはいかない。
３ 
今回の２回の船旅での体験を別々に書くのはわずらわしいので，一緒に
してつぎに紹介することにしよう。
まず石垣島。敗戦の年の４月１５曰，島を襲ったアメリカの艦載機グラ
マンが－機撃墜され，落下傘降下した米兵が３人捕えられた。彼らは島の
守備隊の将兵たちの手で処刑される。戦後の戦犯裁判で45人の将兵のう
ち４１人に死刑判決が下されるが，後に多くは減刑され，最終的に７人が
処刑された。学徒出陣のＦさんはその１人，私たちを案内してくれたの
は巣鴨プリズンに戦犯として収容されていた元少年兵だった。「私は貝に
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なりたい」がここにもあった。
石垣島で私たちを案内してくれた人の言葉で私の心に深く残ったのは，
｢1972年の本土復帰以来沖縄の民心は変わった。以前は何が正しいか何が
正しくないかということが大切にされたが，７２年以後は何がトクかとい
う経済的な物ざしが優先されるようになった」だった。
いりおもて
フェリーで西表島へ渡った。ここ1こは「忘勿石（わすれないし)」があ
る。終戦も近い1945年２月，八重山諸島に米軍’情報収集と遊撃戦指導の
はてるま
軍の指導員が送りこまれた。その強滞りによって，波照間島の島民たちはわ
はえみ
ず力､ばかりの食糧を持ってマラリア感染率のきわめて高い西表島の南風見
た
田地区へ疎開させられた。強制疎開させられた1,529人の島民のうち４６１
人がマラリアで死亡した。米軍の砲爆撃によるのでない“もう一つの沖縄
戦，，がここにあったことをこの石は物語っている。
１４歳で強制連行されて慰安婦にされたフィリピンの女性Ａさんと香港
ン・ヤツト・ピン
で軍票の補償を請求して闘っている呉溢興さんが乗船して自分ﾌﾟこちの体
験を語ってくれた。私も加わっての戦後補償のパネル・ディスカッション
も持たれた。戦後50年になろうとしているのに後始末をきちんとしてい
ない日本の政府だが，そうした政府を許している責任は戦後生まれの人た
ちにもあるのではないか。
Ａさんたちの問題をフィリピン政府は表立って取り上げたがらない。
日本からの経済援助を気にしてである。
香港占領後，日本軍は香港ドルを強制的に軍用小票＝軍票に交換させ，
香港ドルの通用を厳禁した。こうして得た香港ドルで，日本はマカオで軍
需物資を調達した。敗戦とともに１０億円をこえると推定される“Face
ValueGuaranteed，,（｢額面金額は保証される｣）と書かれた軍票はすべ
て－片の紙切れとなってしまう。今でもまだ５億4,000万円の軍票が，補
償を要求し続けている香港索償協会の2,900世帯に及ぶ人たちの手に残っ
ている。今日の価格で３兆円以上というが，もっとはるかに高いのではな
いか。だが，呉さんは，会の最終目標は軍票の補償ではなく，日本軍が香
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港で行なった犯罪行為の謝罪を日本政府がすることだという。
シンセン
２回目の香港訪問で，私は国境をこえて中国の深flllを訪れた。ここは
｢社会主義市場経済」の実験場である。1979年に経済特別区として指定さ
れ，外国企業の進出条件や税制を優遇しているため，海外から莫大な資本
が流れこんだ。とくに香港からが多く，７０％を占める。７９年から９１年の
間，人口は２万人から238.5万人，商業が940社から1万８，０００社，工業
が224社から4,000社，工業総生産は０．６億元から255億元，税収は０１６
億元から１７億元（８９年)，輸出総額が９３万米ドルから３４．５億米ドルヘ
という爆発的な伸びである。マーケットを歩いてみたが，人民元よりも香
港ドルの方が歓迎された。
急速な経済成長の一方，インフレ，交通渋滞，環境汚染，買売春，マ
ネーゲームの加熱などのひずみも目立っている。“赤い資本主義,，の行方
はどうなるのだろうか。
ベトナムはこれまでの寄港地がホーチーミンだったが，今回はベトナム
戦争のとき最高５０〃人の米軍が上陸したダナンである。南北ベトナムを
分断した１７度線にあるベンハイ川を越え，ヴィンモックの地下壕へ入っ
た。ホーチーミンの近くのクチ地下壕は今は観光地になっているが，ヴイ
ンモック地下壕はあまり知られていない。全長２．８キロメートル，横幅
1.2メートル，高さは1.2～1.7メートルである。ここで1,200人から最高
２，０００人が住んで暮らしていたという。実際暮らしていた兵士の体験も聞
いた。すごく堅い土質である。たいして掘る道具もなかったろうが，よく
こんなものが掘られたものと，不僥不屈のベトナム人民の闘魂に改めて感
嘆した。
ベトナムを訪れるのは今回で６回目と７回目になる。５回目は１９９３年
の正月である。はじめて訪れたのはやはりピースポートで1985年だった。
そのころはレストランで食事していると汀子どもたちが「ギブ・ミー・ワ
ン・ダラー」と手を差し伸べてくる。とてもアッケラカンとした感じで，
その程度だった。それが，この２～３年は物乞いがものすごく目立つよう
268 
になった。片足のない人，赤子を抱えた母親，年寄りなどが私たちの乗っ
たバスの窓をコツコツといつまでも叩き続け，手を差し出す。とてもやり
きれない感じである。なぜこんなにも変わったのだろうか。
ドイモイ政策（市場開放政策）のおかげでベトナム全体としてはたしか
に経済は発展した。だがそれは同時に貧富の格差を増大させたのではなか
ろうか。中国で一方万元戸（億元戸）を生み出したのと同時に，他方無数
の就学中退，カネをかせぐ仕事に従事せざるをえない子どもたちを生み出
したようにである。そして同時にカネ崇拝の信仰が生み出されたのではな
いか。
シンガポールでは，前に述べた華人殉難の碑を訪ねたあと，国境を越え
てマレーシアのジョホールバルの近くのタンポイに足を伸ばした。ここに
は日本軍が進めていたペスト菌兵器の開発と製造のための秘密施設があっ
た。〈731＞は「満州」だけではなかったのである。この部隊はペストノミ
の生産に総力を挙げていたらしい。ペストは人間と鼠にしか感染しない病
気である。このノミを爆弾につめれば細菌兵器となる。そのため必要なネ
ズミは日本の農家，とくに埼玉，茨城，栃木，千葉などの農家で飼育さ
れ，ここに空輸された。
スリランカには「サルボダヤ運動」がある。「サルバ」（すべて）の「ウ
ダヤ」（目覚め)，つまり「万人の目覚め」という意味である。この運動の
創始者でフィリピンのマグサイサイ賞（アジアのノーベル賞といわれる）
を受賞したアリヤラトネさんが今回のピースポートに乗船して，運動の解
説をしてくれた。仏教の伝統の上に非暴力と助けあいを重視しており，全
国23,000の部落のうちの8,600に拡がっている。以前イギリスからの１
億ドルの援助で発電所や灌概設備がつくられたが，送電線の下の農家には
電気は引かれず，灌概設備も貧富の差を拡大するものだった。ある村の灌
概設備がこわれたところ，サルポダヤ運動の仲間が全国からスコップや
シャベルを持って集まってきた。食糧や住まいは地元でもつが，人海戦術
でたちまち灌概設備は修復され，次の二毛作の農作業に間に合った。「ブ
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ルドーザーはいらない」
サルポダヤ運動の英文の説明書にきわめて感銘深い言葉があった。“No
poverty,ｎｏaffluence.，，（｢貧乏はなくすが，富裕もいらない｣）
徒らに欧米流の“発展',を追い求めるのでない，自分の身の丈に合った
｢内発的発展」こそがこれからの世界に求められる。「豊かさ」とは何かが
今あらためて問われている。私は日本の偽りの「豊かさ」を思い，暗然た
らざるをえなかった。
日本のＯＤＡは金額でこそ世界一でも，内容からいうといろいろ問題が
あるのは周知の事実だが，スリランカのサマナラウェア・ダムも失敗例の
一つである。このダムは当初|日ソ連の援助で建設される予定だったが，
1977年のスリランカの政変で，旧ソ連との外交関係が悪化し，プロジェ
クトの実施が日本とイギリスに委託されたものである。事前の調査は旧ソ
連が行なっており，ダムの漏水の可能性を指摘しながらも楽観的な報告を
していた。日本もイギリスも，立ち入った調査は行なわないまま工事にか
かったが，完工後，漏水が続き，下流の危険を避けるため，貯水を停止せ
ざるをえなくなった。ダムの廃棄によりこれまで投下した３１７億円もの日
本の国民の税金が無駄遣いされることになり，スリランカ国民には返済義
務が残ってしまうことになる。
４ 
インド洋の荒波をこえて（だいぶ揺れた！）ケニアへ。初回は飛行機で
首都ナイロビ，２回目は難民キャンプへ行った。ナイロビは標高2,000
メートルの高所である。夜ホテルの屋上での映画「サイカティ」の上映の
ときは監督のアン・ムンガイさんが来て解説をしてくれたが，半袖姿で
行ったのが寒くて，ブレーカーを羽織る始末だった。レストランの暖房は
炭火である。昔横浜で小学校の教師をしており，日教組の闘士だったとい
う８５歳の女性と一緒だったが，炭火が熱いので，だんだん私の方へ寄っ
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てくる。「あんまり傍に寄られると，みんなにおあつい仲だなんて言われ
るかもしれませんね」
ガイドさんのいうには，ケニアではエネルギーの７０％が木（と木炭）
だという。そういえば，私たちが訪ねた女'性のＮＧＯのTOTOTOでは炭
焼きがまを見せてもらい，また他のＮＧＯのＫＥＮＧＯが開発した熱効率
のいい七輪もあった。残りのほとんどは水力だそうだ。なにしろ赤道直下
でありながら，雪を頂く5,000メートルの山のある国である。私たちが訪
れた難民キャンプでも，昼の煮炊きは炭火でだった。
日本の木のことを思い出した。日本は国土の２/３が森林だが，山林労働
者の手が足りず，荒れっぱなしである。木曽のようなところでさえ，地元
の木を伐るより輪人材を使う方が安いとあって，輸入木材が日本全体の使
用材の２/３を占める。はじめはフィリピンから，フィリピンの山が丸裸に
なると，インドネシア，ついでマレーシア，さらにパプア・ニューギニア
からブラジルの熱帯雨林まで切りまくって，日本は「木喰い虫」という非
難を世界中から浴びている。こうして輸入された木材は建築のパネコン，
家具，それから紙になる。毎朝新聞と一緒に入ってくる広告は新聞より分
厚く，屑にしかならない。それから割り箸，だいぶ前の数字で日本での年
間の使用が200億膳という。間伐材を使うという弁護論があるが，結局ゴ
ミになるというのは間違いのない事実である。
ナイロビでは国連の環境問題のセンターのＵＮＥＰ（UnitedNations
EnvironmentProgramme）を訪ねた。日本人の職員も何人かおり，そ
の説明を受けた。だが，温暖化の問題にしても，オゾンホールの問題にし
ても，また熱帯雨林消滅にしても，北の国々のこれまでの飽くことのない
経済発展とその裏腹にある南の国の疲弊，荒廃がそれらの根底にある。南
北問題の解決なくしては地球環境問題の解決はありえない。それなのに，
南の国々から国連の国際機関の本部をぜひアフリカにおいてほしいという
要望があったからというが，その環境問題の本部がケニアにあるというの
も皮肉な話である。
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ケニアは日本が力を入れているアフリカ開発のなかでも，ＯＤＡの金額
はトップを占める。だが，最近の対アフリカ協力に多く見られる無償援助
は現地で身近で必要とされているものでは手間がかかるというので，でき
るだけ規模の大きいものを数少なくという傾向が出ている。また－度与え
た無償援助にアフターケアが全くなされていないことが指摘される。たと
えば非適切な機械を無償で与えても使われなかったり，使われても壊れて
修理もされず放置されたりしているケースも多い。
船の中で日本のＯＤＡについてのパネル・ディスカッションが行なわれ
たとき，ＯＤＡに限らず，「政経分離」が問題となった。その端的な例は
南アである。日本は反アパルトヘイトを唱えても，西側の国々が南アに対
して経済制裁をしているのに日本はしなかった。日本で消費されているダ
イアモンドの４０％は南ア産である。また世界のプラチナの８０％が南アで
産出され，贄沢品として曰本で多量に使われている。さらに南アの金の
50％が日本で消費されており，その輸入額は世界一である。金は南ア輸出
総額の半分を占め，その代金は黒人を弾圧する武器の密輸入と国営企業の
投融資にあてられている。こうした事実上のアパルトヘイト支援により，
曰本人は“名誉白人”として，南アでは白人なみの待遇をうけていた。西
側の企業が南アから引き揚げたとき，戒厳令下で輸送に必要な車を供給
したのは曰本のトヨタであり，支配手段となるＯＡ機器や高機能コン
ピュータも，引き揚げたＩＢＭやコダック社に代わってそれらをアパルト
ヘイト政権に提供したのは日本の企業だった。
ジブチは私たちが訪ねたとき摂氏４０度をこえていた。５０度ということ
もあるというなかを，往復３時間から５時間かけて燃料の木，それから水
を運んでくるのは女性の仕事である。内戦のソマリアやエチオピアからの
難民キャンプへ行った。５０万人足らずのジブチの人口の１/４が難民だと
いう。ケニアのキャンプはまだ家らしい体裁をしていたのに対し，ここは
キャンプなどとも言えない。木や石を積み上げたのに布をかぶせただけの
お粗末なものである。医療活動に日本のＮＧＯであるＡＭＤＡ（アジア医
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療連絡協議会）が参加しており，私たちの案内もしてくれた。ルワンダに
も医療活動のため自衛隊を送るなどは，およそ見当違いも甚だしいことを
痛感した。この難民キャンプは水道，電気，トイレなどの設備はなく，雨
季になると道は泥沼のようになる。ここまでは冷房なしのバスで片道２時
間，キャンプの視察時間を含め往復５時間はトイレなしである。バスの窓
を開けると熱風，それでも少しはいいが，船に帰ったら土ほこりでシャツ
は真っ黒になっていた。
帰りに救援食糧の倉庫をのぞいた。イタリアのマカロニ，タイのお米な
どが積まれていた。タイのお米を見て猛烈に腹が立った。日本では前年の
凶作に備蓄がわずか２０万トン，あわてて緊急に２５０万トンの米を輸入し
た。このためタイなどでは米価が２倍近くにはね上がった。政府では国内
産米とのブレンドを強制したりしたが，所詮こうまでして輸入した米が日
本人の□にあわないとして，米屋では「自由にお持ち下さい｣，さては百
何十トンも路上に捨ててあったという。田の１/３も休耕にしておいて，
まったくのノー政である。ケニアの場合と同様，一方の貧困と他方の豊富
(Povertyinplenty）がここにもある。
２度目のゴールデン・オデッセイでは，エジプトからバスでイスラエル
へ入った。エルサレムではキリストが病気の人々を治療したといわれるペ
テスダの池，裁判所，悲しみの道，嘆きの壁，最後の晩餐の部屋などを訪
れ，ついでキリストが生まれたナザレ，ガラリア湖，誘惑の山，死海など
を歴訪のあと，テルアビブ空港からカイロ，さらにポルトガルのリスボン
へ飛んだ。私たちと別のグループはガザ地区でインティファーダ（イスラ
エルに対するパレスチナ人の投石による抵抗）とこれに対する催涙ガスに
よる弾圧を目のあたりに見，パレスチナ解放機構（ＰＬＯ）議長アラファ
トと会見した。イスラエルとＰＬＯは暫定自治実施協定に調印してイスラ
エル建国以来４５年続いた紛争と対立にピリオドを打ったが，パレスチナ
の今後の行方はきびしい。ピースポートにはパレスチナとイスラエルの両
方の側から平和活動家が乗船して，中東の和平について語りあった。
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リスボンでは東チモールの独立運動を続けている人たちと会った。チ
モール島は西半分がオランダ領，東半分がポルトガル領だったが，１９７５
年にインドネシアはアメリカの武器援助を受けて東チモールを侵略し，そ
の併合を宣言した。東チモールに社会主義政権が生まれることを恐れたイ
ンドネシアがアメリカ，日本，オーストラリアなどの支持を背景にこれを
圧殺したものと見られる。この侵攻とその間の大量虐殺に対し，国連の総
会で非難決議と撤退要求がなされたが，それだけであって，何の制裁など
もない。イラクのクウェート侵攻に際してはすぐさま多国籍軍が組織さ
れ，クウェートの奪回とイラクへの空爆が行なわれた。イラクに対する経
済封鎖は今なお続けられており，乳幼児などへの医療は困難を極めてい
る。ところがイスラエルのパレスチナ侵攻，インドネシアの東チモール侵
略には総会の非難決議はあっても，それだけで終わってしまっている。ア
メリカのグレナダやパナマ侵攻に至っては，多くの国々の非難をよそに国
連の安保理で拒否権によってつぶされてしまった。大国横暴のダブル・ス
タンダードが至るところにある。
大西洋をこえてニューヨーク。ここでは黒人街のハーレムを訪れた。途
中路傍のベンチにはいたるところにホームレスの人たちが横たわってい
た。〈豊かな社会＞のアメリカでホームレスの人たちが疫病のように増加
したのはここ１０年である。しかしひとごとではない。８４日の世界一周の
旅を終えて帰国し，ピースポートの仲間の“同航会，，が新宿であったと
き，西口の地下道ではダンポールを根じろにしたたくさんのホームレスを
見た。約６００人，数少ないが女性もいるという。１月の寒い朝，飯田橋の
駅から大学へ向かう土手道の上で「下はダンポールを敷きポロポロの掛け
ぶとんにもぐった人もいた。南北問題は日本の中，東京の中にもある。
ニューヨークからアメリカの平和活動家でＰＥＰ（PromotingEndur-
ingPeace）の代表ハワード・フレーザー夫妻が乗船した。夫君のハワー
ドさんは８１歳，奥さんのアリスさんは７４歳という。彼らはいわばアメリ
カ版のピースポートをやっており，アメリカ人を乗せた船をボルガ河へ，
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ロシア人を乗せた船をミシシッピー河へといったぐあいに，これまで中
国，キューバ，ベトナムを含め，１００カ国以上を訪問している。船室が私
の部屋のすぐそばということもあって，訪ねて平和の問題について語り
あったり，‘`AuldLangSyne，，（蛍の光）や“Ｈｏｍｅ，ＳｗｅｅｔＨｏｍｅ，，
(埴生の宿）などの英語の歌を合唱したりした。このように世界各地の平
和活動家と交流できるのも，ピースポートでの毎回の大きな収穫である。
ニューヨークからジャマイカ，パナマ，グァテマラである。アフリカ，
中南米の諸国はＩＭＦ，世銀のきびしい「構造調整計画」の下にある。融
資をうけてダムや港湾施設を造っても，所詮その金は利子をつけて返さね
ばならない。そのために医療，教育，福祉などの財政支出のきりつめを強
いられたしわよせはもっぱら弱者にかかってくる。また債務を返すための
外貨をかせぐには，自給自足できていた食糧の生産をやめてもバナナとか
砂糖とかコーヒーとかいう換金作物を作らねばならない。熱帯雨林もつぎ
つぎ伐採され，牛を飼うための牧場となっていく。だがそうした輸出品は
一次産品で割安であり，しかも大量輸出のため価格が暴落したりで，いく
ら輸出しても累積債務はふくらむ一方である。１９８２年に6,000億ドル
だった第３世界の累積債務は1993年には倍以上の1兆4,000億ドルとい
う天文学的な数字になっている。
貸した金は利子を伴って回収する，また前の“豊富の中の貧困”で見た
ように，商品は利潤を伴って投下した資本を回収する，という資本の論理
が前提となっている|唄い南北問題は解決しようがない。しかも，忘れて
ならないのは，私たちの郵便貯金や銀行預金が第３世界への融資に廻って
おり，人々の苦しみを増大させているということである。
ジャマイカはコーヒー・ブルーマウンテンの本場だが，コーヒー豆でお
いしい酒がつくられていることはあまり知られていない。だいぶ甘いが，
いかにも異国情緒の味である。さとうきびの酒，ココナッツの酒など，ア
フリカもそうだったが，いろいろの酒がある。左党にとっては，寄港地ご
と，いろんな酒の味が楽しめる。
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パナマは1903年アメリカの圧力でコロンビアから分離独立以来，とく
に１９１４年運河が開通してから大国アメリカに翻弄され続けてきた。最近
は麻薬を口実にした1989～９０年の米軍侵攻とノリエガ大統領の追放が
あった。至るところ基地だらけ，１９９９年には運河地帯のアメリカへの賃
貸契約期間も切れてパナマに返還されることになっているが，一方最も利
用の多い曰本もまきこんでの第２運河計画も浮上している。治安が悪いと
いうことで，私たちのバスにはうしろにパトカーが終始つきそっていた。
市民には反米感'情が強いらしい。それはそうだろう。５年前の米軍侵攻
で家族を失った人も多いという。丘の上にパナマ国旗を立てようとした青
年が米軍に射殺された日は記念日になっている。そして，軍隊はつぶさ
れ，運河管理でアメリカに頼るパナマである。体制は違っても，はっきり
アメリカに楯ついているキューバに市民は親しみを感じるという。
グァテマラは住民の７０％がマヤ系の先住民族（インディヘナ）である。
赤，青，黄，緑，紫など，数多くの鮮やかな色彩の民族衣装を織り，それ
を日常的に着ている。まだ，今のところ北の国々の化学繊維が大きく入り
こんでいる気配はないが，これからどうなるのだろうか。
織物だけではない。美しい自然のなかでものを作る彼らの喜びにあふれ
た心豊かな生活に，今回のクルーズで一番印象深かったのはグァテマラと
いう人たちは多い。私たちのバスがゆく道ぞいは行けども行けどもトウモ
ロコシ畑，アフリカでもそうだったが，あらためて，トウモロコシがこん
なに常食にされているのだと思い知らされた。
米，小麦，トウモロコシという世界の主穀の生産は年間約１８億トン，
このうちトウモロコシだけで約半分になる。だが，全主殻の４割，とくに
トウモロコシはその大半が飼料である。エチオピアの飢餓のときも，ヨー
ロッパ向けの飼料としてのトウモロコシの輸出は増え続けていた。日本の
肉，卵，牛乳などの自給率は8-90％というが，その大半の飼料はおおか
たアメリカのトウモロコシである。これでいいのだろうか。
ハワイでは，欧州戦線と太平洋戦線に参加した二世の人たち３人に話を
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聞いた。すでに兵役に服しながら，開戦後収容所送りになり，そこから改
めて従軍した人もいた。米政府は88年，収容所送りにした１２万人の日本
人に正式の謝罪と１人当たり２万ドルの補償をした。だが，開戦後でもイ
タリア人は自由に活動できたし，二世兵の親たちはアメリカの市民権を得
ながら今でも日系人に対する差別，偏見を感じるという。
ハワイの現在の州知事は先住民系の人である。９３年はハワイ王朝転覆
100周年になるが，この年の１０月，米上院は王朝転覆を公式に謝罪した。
また１月の100周年公式行事の際は，州知事がホノルル州首都地域でアメ
リカ合衆国国旗を掲揚せず，ハワイ旗を州政府関係の庁舎に掲揚させてい
る。国家としての独立運動まであるという。
そうした州知事でさえ，日本のゴルフ場進出に伴う農民の強制立ち退
き，熱帯雨林の破壊，農薬による環境汚染をストップできないのである。
何しろハワイでは観光収入が総収入の半分以上とある。グァムサイパン
などでも同様な問題があるという。「金の力にはかなわない」で，仕方が
ないこととしていいのだろうか。
５ 
船の中では，乗船者たちによるさまざまの自主企画もあった。そのなか
の一つに「マルクスなぜなに」というのがあった。労働運動家の報告と唯
物史観にはじまるマルクスの理論の紹介~だいぶあやしかったが－が
あり，それをめぐる討論がなされた。今どきマルクスでどれだけ人が集ま
るかもいう向きも多かったが，400人ぐらいの乗船者のうち若者ばかり４０
人ほどの参加があり，予定時間をはるかにオーバーして熱っぽい議論がな
されたのには驚いた。
1990年の湾岸危機の際，ピースポートのなかにＵＰＡ（UnitedPeoples，
Alliance国際民衆連合）という集まりができた。どちらの船でも，この
ＵＰＡは東京一シンガポールの船の中では「アジアという“つながり,’か
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ら考える一戦後補償をめぐるさまざまな観点一｣，コロンボまでは
｢開発と環境・アジア篇｣,ジブチまでは「同.アフリカ篇｣，「難民問題｣，
ポートサイドからピレウスまで「中東和平のゆくえ｣，リスボンまでは
｢旧ユーゴ問題｣，ニューヨークまでは「大西洋上平和会議一国連改革を
考える－｣，ジャマイカまでは「南北問題を考える｣，グァテマラまで
は「先住民族と人権｣，ホノルルまでは「核と軍縮｣，東京までは「地球宣
言―いかにして“共生”を実現していくか－」といったテーマで，水
先案内人や乗り込んだ平和活動家による講演やパネル・ディスカッション
を行なった。またニューヨークでは，船上で討議した国連改革案や日本政
府への提言を国連本部のガリ事務総長代理や小和田国連大使代理あて届け
て，質疑応答も行なったりした。
一方，「環境チーム」では，各寄港地で現地環境団体と協力して，水や
大気の汚染状況を調査した「地球の健康診断」を行なった。また「援助
チーム」では，船で物資が運べるというのを利用して，日本で呼びかけて
集めた中古足踏みミシンをグァテマラ，アジアの女`性団体に贈呈し，ベト
ナム，スリランカ，ソマリア難民キャンプ，パレスチナ占領地区などでは
医療援助を行なっている。どちらの船にも車椅子，松葉杖，弱視などの障
害者が乗船したが，「助っ人チーム」は船内でも上陸地でもこれらの人々
が安心して行動できるよう介助をしていた。
世界一周するため，どのぐらいカネがかかるのだろうか？船室が４人
ｌ室というようなあい部屋で船底に近い船室だと，食事こみで最低138万
円，ただこれに寄港地でのオプショナル・コースはそれぞれ費用がかかる
から，かれこれ150万円といったところか。だが，これで船内の夜食と２
回のお茶を含む食事はもちろん，あらゆる講演，映画，イベントなどの参
加はすべて保障されるわけだ。だいたい１日１～２万円見当だろうか。カ
ネのない学生たちのためには，ヴォランティア・スタッフといったものも
ある。これは時給１，０００円だから１日１万円ぐらい，ピースポートの事務
局で電話当番したり，大学へビラまきやポスタ_貼りに行ったりしてかせ
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ぐのである。フルに１００日やると１００万円になる。私のゼミナールにモ
グっていた通教の女子学生で，この手で世界一周したのがいた。社会学部
2年の女子学生のＳさんもそうである。２人とも船の中でのイベントでは
その責任者になったり，寄港地へ先行して受入れ準備をしたりして活躍し
ていた。
それでもカネがない，あるいはヒマがないという人たちのためには，途
中参加，途中離脱という手もある。大学生でなくて，中学生や高校生で学
校をサボってというのも，例年必ずいる。今の学校でよりも，ピースポー
トでの方がはるかに学ぶものが多いのではないか。
上述の女子学生たちも，それぞれ大学のキャンパスでは学べない大きな
収穫を得て帰ったと思う。
世界一周しての「どこがよかったか」というアンケートでは，船によっ
て若干のちがいはあったが，やはり上陸して少しでも長く滞在できた所が
上位だった。前回の地球一周でもトップだったベトナムがダントツ，私も
そう思う。食事はおいしいし，何よりも，人の心の暖かさを感じる。グァ
テマラも上に見たように人気を集めた。
さて，もうすでに来年のピースポートの計画が進行している。おかげ
で，１１月に４日ほどのトンボ返りでロンドンへ船の交渉に行かせられ，
年末は大晦日前日まで引っぱり出された。戦後５０周年，６月３日から硫
黄島一ガダルカナルーラバウルーベラウーミンダナオー沖縄一東京と２４
日かけて南の海を訪れたあと，続いて世界一周にかかる。東京一上海一ベ
トナムーシンガポールースリランカーエリトリアースエズーイスラエルー
旧ユーゴーマルセイユ~モロッコーセネガルーブラジルーベネズエラー
キューバーパナマーエルサルバドルーメキシコーバンクーバーーカムチャ
ツカー東京と，１０月半ばまでのクルーズである。
日本では７月に参議院選挙が予定されているが，衆議院選挙はどうなる
か。９４年の世界一周では４カ月も日本を留守している間に内閣は変わる
だろうし，日本社会党などは消滅しているだろうと予想しながら乗船し
ピースポート'９４世界一周の旅から 279 
た。案の定，内閣は羽田内閣から村山内閣に変わったし，社会党は名前は
残ったが，実体は消滅してしまった。今度の世界一周はフルにつきあうこ
とはできないが，戦後50年の日本が２１世紀へ向けてどのような新しい船
出をすることができるだろうか。私たちにとって今年は正念場である。
（本稿の一部は立志社旬刊紙「新生」に４回連載したものから転用してある）
